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て記述 し,第 2部の7章から9章は主として 19世
紀後半の記録によりながら,｢伝統｣的なブギスの社
会文化について処々に深い洞察を加えながら再構成
する｡社会 (第 7章)は,親族組織,社会階層,支配
関係,パ トロンー クライアント関係などブギスの特
色を浮き彫りにする｡宗教,精神生活を概括 した第
8章は,価値椀,規範などにも等が及んでいる｡第
9章は物質文化と経済活動である｡衣食住,農業,
漁業 ･養殖業,織物産業,鍛治,船舶,運輸,航海術
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などを手際よくまとめている｡
このような歴史の流れを動かしているブギスの原
動力をベルラスはブギス ･アイデンティティに求め
ているようである｡インドネシア国民として,ある
いはマレーシア,サバ, シンガポールの一員となっ
ても, ブギスとしてのアイデンティティはより強 く
なってきているという｡最後に著者がまとめている
のに従えば,その特徴は三つになる｡第 1は,どこ
にいても,どんな時でも,最高の経済的チャンスを
求める性向である｡ 第 2は,周囲の状況に旨く適応
していく能力が上げられる｡第3は,相反する価値
を場合に応 じて使い分けるということである｡厳格
な社会階層制度の中にあっても平等主義が生きてい
る｡極端に競争主義であると共に,時には妥協を
もっぱらとする｡個人の名誉を重んじると共に,ブ
ギス人としての紐帯に生きる｡あるいは,勇気,巧
妙さ,篤心,商人根性といった性格を評価する｡
これらは大旨納得できるブギス人の性格である
が,果たしてこれらがブギスにだけに見られるもの
なのか,本当に歴史の原動力であったのかは更に検
証されねばならない｡とくに1, 2の性格は,海域
世界に特有の,あるいは移動によって場所を変える
こと (displacement)によって生まれてくる特徴と
も考えられる｡いわばディアスボラ,コミュニタス
という第 3の時空間が契機となって引き出す特徴か
もしれない｡ブギス人に生得的な固有な動機と見る
よりは,風土によって生まれてくる,彼の言うイン
シュリンディアに普遍的な,エコ ･アイデンティ
ティの一部という風に私は解釈 したい｡第3の相反
する価値の共存という点は,確かに従来のブギス論
が,社会階層意識が強い,競争的である,名誉のた
めには死をもいとわないといった一方的な価値観の
みを強調 していたのを矯正する上で貴重な指摘では
ある｡ しかし,この指摘がブギスを理解するのに有
効なためには,矛盾する価値の生活場面に応 じたバ
ランスあるいは相互関係のあり方が取り上げられな
ければ問題は明らかにならないのは当然であろう｡
このように歴史を動かす力をアイデンティティと
見るのは一種の還元主義となろう｡ しかし,歴史に
仮託 したアイデンティティ論としては大変面白い｡
民族学者,人類学者の歴史学へのひとっの貢献であ
るのには間違いない｡ この意味で,結論として時代
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区分が提示されているのは象徴的である｡民族学者
がブギス人の通史を読み取ると,その社会文化の変
化を8つの時代として解読 し得るということに外な
らない｡
謎の部分が多いブギス民族史を現在入手 し得る最
新のデータを尊区使 して,一応スタンダードな通史と
したことは,今後のブギス研究に益するところ大で
あろう｡ベルラス自身は17世紀以前の社会文化に
ついての書物を別途準備中であるという｡本書は資
料も広 く渉猟しており,古川久雄,高谷好一,田中
耕司などの農業に関する結論をそのまま引用 してい
るのも好感がもてる｡
細かいことを言えば,マラヤ (Malaya)と同じよ
うにマラカ (Malaka),マラユ (Malayu)として,
eを使わずにaをもって表記 していることが目につ
いた｡ また文献 リストに含まれていない資料が数点
引用されている｡インデックスは,中項目主義とい
うか独特のスタイルを取っている｡知識を整理 して
学ぶのには良いが,事典的に不明な語嚢,あるいは
ブギスについてのキーワードを直接チェックすると
いう目的には添わない印象を受ける｡ ブギス語のエ
ントリーもピッス, ラ･ガリゴと地名以外は項目に
掲げられていない｡語棄集は別に作ってもよかった
のではないかと思われる｡
(立本成文 ･東南研)
PatricioN.Abinales,ed.TheRevolution
Falters.･TheLeftinPhil如 inePoliticsafter
1986.Ithaca,NewYork:SoutheastAsiaPro-
gramPublications,SoutheastAsiaProgram,
CornelUniversity,1996,182p.
旧来のフィリピン共産党 (PKP)に対 し,｢ソ連現
代修正主義｣の下で ｢冒険主義的｣,｢機会主義的｣過
ちを起こしてきたと批判を行い,新たに毛沢東主義
を基本として 1968年に活動を開始 したフィリピン
共産党 (CPP)は,農村ベースの武力闘争 (持久的人
民戦争)を基本戦略にすえ,70年代,80年代に急速
に勢力を拡大 してきた｡そして,最盛期であるマル
コス政権崩壊直後の87年には,2万5,000人のゲリ
ラを擁するまでに至った｡ しかし, このCPPも90
年代に入って深刻な党内対立を経験 し,急速に衰退
